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東京都水産試験場調査研究要報３７

(東京都文書課登録第３．３４１号）

東京湾のプランクトン分布について

(東水試出版物通千Ｍ'ａｌ５８）

４１，８

東京湾中央部漁場開発基礎資料その１
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ま.えがき

東京湾の中央部漁場の開発を目的に３ｊ年度から、３年計画で開始した東京湾中央部漁場開

開発期礎調査も本年度をもって一応の終始iglFをうつととになったが、その間おこなった海洋学

的或は、生物学的調査資料はぼう大左量jに上っている｡。

今後、整理され次才遂次報告書を刊行の予定であるが、この資料力将来における東京湾漁場

■

〆）
ゴ

の開発のうえに十分活用されることを信じて止まない次才である。

昭和３ケ年。２月

東京都水産試験場長鈴 木 順

餌〆

、

’
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Ｉ緒言

富澤埼、観音埼を結ぶ線以北の東京湾の水深／○ｍ以深部の開発を目的に、昭和＆」･年度

以降その海洋学的及び生物学的調査を実施しているが、昭和３ヶ年度において、その一環と

して調査したプランクトン分布についてとりまきとめた結果を報告する。

Ⅱ調査方法

海ilqE調査の定点とした､湾内學３点（図／）について、北原式定量ネット（口径２２．ｊα"，

ミュラーガーゼ願／３）を用いて、海底から表面までの採集を行い（中性ホルマリンで固定

した。各種プランクトンの出現状況は、ＯＲ法により組成を表示し、特定種（全点共通出現

種T特定区域出現種)については､､適宣稀釈のうえ計数を行って齢に換算した。
この場合ネットの濾Zk率は無視した｡〆

採集年月日及び地点数公

３Ｊ-年６月６日～９日祭３点

、ｦ３－年？月５日～ヲ日學ソ点．（ｓｔ／ｊ，／ろをのぞく)‘

３６年／月？日～／３日祭３点一
～…字、

Ⅲ結果

,、ミテ

／：己月におけるう゜ランクトン分布…～：．

この月の出現種数はクヲ種で，そのうち植物種は３$-種、動物種は樂乎種で動物種が多

かった。各点別の出現種数（図｡2）をみると８調査区域の南部Ｋ以下「湾口部」という）

から湾中心付近に多く、湾奥部に行くに従って少たくたっている．この傾向は植物種（図

３）、動物種（図學）のそれぞれについてみても同様であった。（別表ＩⅡ）が％

粗容量から分布の概況（図夕）をみると、多摩川河口と養老川河口（五井）を結ぶ線以

北に多く、特ｲﾉ亡江戸川河口沖合のｓｔ學ＧＬ坐ＪＯＯ）が全点中最高を示iした。次いでｆ

ｓｔＳ及び／２が多かったが、これらの三点が他の点に比較して多かつだのはＮｏｃｔｉユｕ

ｃａｓｃｉｎｔｉユユａｎＳの繁殖によるもので、詳しくは鰍勿性プランクトンの分布特性C項

で後述する。湾奥部に次いで、湾口部側か比較的多く、特に本牧と金沢間の沖合（ｓｔ３

Ｓ）、富津埼の北側（ｓｔ學旦），木更津沖合（ｓｔ３０，３／）の水域が多かった。全

点を通じて最も少なかったのは、ｓｔ２旱（･Z､２ｃｃ）で、次いでｓｔｄ２ｄ２と湾中心付近

（中の瀬北側）に少ない区域がみられ、千葉県沿岸に沿って近井沖合へ向ってのびていた。
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|）植物性プランクトンの分布特性

この月は､Ｏｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕｓ属の出現率が高く、ＯｏＢｃｉｎｏｄｉｓｏｕｓａｓｔｅｒｏ

ｍｐｈａユｕｓ，Ｏｏｓｃ・ｇｉｇａｓ・ＯＣＢＣ，ｒａｄｉａｔｕｓが湾全域に共通に認められた。そ

の出現傾向をみると、Ｏｏｓｃ・ａｓｔｅｒｏｍｐｈａユｕｓ（図‘）は湾奥部に行くにしたがっ

て少なく、ＯｏＢｃＥｉｇａｓは湾口部から中心部にかけて多く、湾奥部は少なかった。

ＯｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕＢ属に次いで多く認められたのは、ＮｉｔｚｓｃｈｉａＢｅｒｉａｔａ

（図フ）、ＤｉｔｙユｉｕｍＢｒｉｇｈｔｗｅユユｉｉ，ＯｈａｅｔｏｃｅｒａｓｄｉｄｙｍｕＢで湾口

部付近に分布をしていた。

M）薮物性プランクトンの分布特性

ＯｅｒａｔｉｕｍぞｕＢｐｌｓ１Ｏ蝋ｑｒｃａ，Ｎｏｃｔｉユｕｏａｓｃｉｎｔｉユユａｎｓ，Ｏｉｔｈｏｎ
空‘Ｊ

ａＰｉｍｉＵｓ，０，ｎａｎａ，Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅユユａｎｏｒｖｅｇｉｃａが多かった。
，.-〆

０．どｕｓｕｓ（図Ｊ）は湾奥部のEit／:２．３聖上６.圧只を除く全点に非常に多く、特に湾

口部から湾の中心部が多かった｡これと零とんど同一の分布をｏ・萱u…(図ｦ)が
示し、湾口部側からや§千葉県側に寄つだ中心部に多々ｗ湾奥部にはほとんどみられな

･し．!"『

かつた。（～〈
Ⅷと。Qｂ 、ｂｆ

Ｏ・どｕｓｌｊＬｓ，０．ごｕｒｃａの二極とほぼ反対(､分布を示し、湾奥臘部の粗容量を左右した

のか､Ｎｏｃｔｉユｕｃａｅ℃mtiユエaｎｅ（図／Ｏ）でぃ鶴見と養老川河口（五井）を

結ぶ線以北に多く、特に江戸川河口沖合（St杓を最高に百ｔ６，／／，／２は最も多
；｡.。`
'、..･･･

〈、三点の粗容量を多くする原因と７５ﾐつた。（
、･の▲も．

ＯｉｔｎｏｎａｓｉｍｉユユＢ’０．ｎａｎａ，ＭｉｏｒｏＢｅｔｅｉ工ａｎｏｒｖｅｇｉｃａは全

点共通に分布し、０．Ｂｉｍｉユｉｓ（図／／）は出現したＯｏｐｅｐｏｄａの中でもっとも多く、

分布は、湾奥部の』侍に東京側Ⅲ亡多かつた。Ｊ

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅユユａｎｏｒｒｖｅｇｉｃａ（図／２）は湾全体にわたって分布していたが、特

に多摩川河口沖合を最高にｓｔ士，２／，３６，３ア，３９の各点で極部的に大繁殖力み

られた。幼体プランクトンとしては、ＯｏｐｅｐｏｄａｎａｕｐユｉｕＢ，ｎａｍｅユエｉｂｒａｎ

ｃｈｉａユａｒｖａが最も多く、次いで､、ｑａｓｔｒｏｐｏｄａユａｒｖａ，Ｏｐｈｉｏｐユｕｔｅ
：：．…．.‐

ｕＰユａｒｖａが多かった。！
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１．７月におけるプランクトン分布

この月の出現種数は、９３種で、そのうち植物種は夕６種、動物種は３フ種で植物種

が多Ｉかつた。地点別の出現種数（図／３）をみると湾口部から中心付近にかけて多く、湾奥部
に行くにしたがって少〈たっていた。植物種（図／學）のみについてみると、やはり湾口部ﾌｸ、
ら中心付近にかけて多かった。動物iiE（図／土）も幟及同様であるが、湾口部側から神奈川県

側に沿って多摩川河口付近まで多く､千葉県沿岸から湾奥部にかけて少なくたっていた。（別

表Ⅲ．Ⅳ）

粗容量から分布の概況（図／６）をみると、６月の各点平均／ａ２ｃｃに対して、ヲ月は、

坐？ｃｃと総体的|/Ｅ少なく、多摩)Ⅱ河口と養老河口を結ぶ線以北及び神奈川県沿いに多くい特

に、江戸川河口沖合（ｓｔ仏．．．、丘７ｃｃ）か全点を通じて最も多く、次いでｓｔ３，士，
／０が多かったｄ湾奥部に次いではＩ湾口部側か多く、特に本牧と金沢間の沖合（Ｂｔ３ｅ，

３７，`;ＬＯ）、富津埼の北側（ｓｔｲｕ）、木更､津沖合（ｓｔ３０，３２）が多かった。

全点を通じて最も少なかったのは、Ｓｔ／ヲの２.ｊｃｃで、次いでＢｔユクと、比較的湾中

心付近が少なかったが、総じて〈６月に比較して地点別粗容量の最高と最低の差動:少なくＴ全
点平均した分布量を示した。～

(／）植物性プランクトンの分布特性

６月と同様、Ｏｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕｓ属か全点に亘って最も多く分布し、次いでＲｈｉｚｏｓｏ‐８．－

ユｅｎｉａｓｅｔｉｇｅｒａ，ＢａｃｔｊｅｒｉａＳｔｒｕｍＶａｒｉａｎｓ，Ｏｈａｅｔｏｃｅｒａｓ属，

Ｄｉｔｙ１ｉｕｍＢｒｉｇｈｔｗｅユユｉｉ，,ｍＵｐａｍｐｉａｚｏｏｄｉａｃｕＢＳｔｒｅ]ｇｔｏｔｈｅ

ｃａｔｈａｍｅＢｉｓＴｈａ１ａｓｓｉｏｔｈｒｉＦｒａｕｅｎ宝ｅ工Ｕｉｉ，Ｔｈａ１ａｓｓｉｏｎｅｍａ

ｎｉｔｚｓｃｈｉｏｉｄｅｓが比較的湾口部付逓/(こ多かつた０

００ｓｃｉｎｏｄｉｓｃｕＢａＢｔｅｒｏｍｐｎａユｕｓ（図』／ア）(はⅥ湾奥部から多摩川河口と鶴

見沖合にかけて多く、湾口部から千葉県沿岸にかけて少なかった。：

ＯＣＢＣ・ｒａｄ工ａｔｕｓ（図／『）は湾奥部から神奈川県沿岸にかけて多く、千葉県沿岸に

かけては少なかった。

ＯＣＢＣ・ｇｉｇａｓ（図／９）は湾奥部、特に千葉市と養老川河口の間の沖合に多く分布した

ほか、横浜と本牧の沖合（ｓｔ３坐，３ｊ）が多かった｡ｏ

ＲｈｉｚｐＢｏユｅｎｉａＳｅｔｉｇｅｒａ（図己のはｓｔ３Ｊ，學／を除く鶴見と木更津を結

ぶ線以南に多く、湾奥部に向って少なくなっており、全点にわたって分､布していた。
ＢａｏｔｅｒｉａＢｔｒｕｍＶａｒｉａｎｓ（図`Ｚ／）は鶴見と盤州鼻を結ぶ線以南に多く分布し、

湾奥部に行くにしたがって少〈なっていた。

ＤitｱﾕiumBrightweユユiｉ（図盧Ｍ）はＯ…ｉｎｃ{ｄｉｓｃｕｓ属に次いで全・〆□p

点に多く分布し、特に、ｓｔｲﾑ／を除く鶴見と木更津を結ぶ線以南に多く、湾奥部に向って
少なく在っていた。

Ｓｔｒｅｐｔｏｔｎｅｃａｔｈａｍｅｓｉｓ（図２３）の分布はｓｔ３Ｊ，祭／を除く鶴見と木更

津を結んだ線以南に多く、湾奥部に行くにしたがって少なくなっていた。

以上の種類でＣｏｅｏｉｎｏｄｉｓｃｕｓ属を除いて共通している点は、ほ旨盤州鼻と鶴見を結

んだ線以南に多く分布し、その中で、ｓｔ３〃，解／の水域が少なかったことである。
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ａ／月におけるプランクトン分布

この月のけi現種数は、ファ種で、そのうち植物i垂は字／極、動物狸は３６種で植物極

が多かった。地点別の出現種数のうえては、湾全体に平均していた。（図必ず，｡２２３

の

粗容量から分布の慨i兄（図３／）をみると、湾口部から、湾奥部に至るにしたがって

多かった。特に奥部の沿岸に多く、全点中最高を示したのは、浦安、船橋沖のｓｔ士

（６／’二°Ｃ／hlP)及びｅＭ（６／，OCC／;が)であった｡全点を通じて最も少な

かったのは､湾口部付近のstW(〃cc／hf)､次いでStい(〃cc／カハ

st〃(〃cc／ﾙﾉ)であった｡

１）植物性プランクトンの分布特性

との月は、ＳＫＳユｅｔｏｎｅｍａｄｏｓｔａでｕｍが最も多く、次いでＤｉｔｙユｉｕｍ

・Ｂｒｉｇｈｔｗｅユユエｉ，Ｈｕｃａｍｐｉａ･ｚｏｏｄｉａｃｕｓＴｈａユａｓｓｉｏｓｉｒａｐａｃｉ

どｉｃａ，ＯｈａｅｔｏｃｅｒａＢｄｅｂｉＵＢ，ＮｉｔｐｓＣｈｉａｇｅｒｉａｔａか多くい全

，点に認められた。

その出現傾向をみると、ＳＫｅユｅｔｏｎｅｍａＯＯＢｔａｔｕｍ（図3.2）は湾口部から湾

奥部に至るにしたがって多く分布し、特に沿岸部に多かった。

Ｅｕｃａｍｐｉａｚｏｏｄｉａｃｕｓ（図３３），Ｎｉｔｚｓｂｈｉａｓｅｒｉａｔａ（図３灼

もやはり湾奥部に多く分布したが、榊と千葉県寄りに多かった。

Ｏｈａｅｔｏｏｅｒａｓｄｅｂｉユｉｓ(図３ケ）Ｔ]gLa工ａｓｓｉｏｓｉｒａｐａｃｉｎｃａ

（図＆ろ）ＤｉｔアユｉｕｍＢｒｉｇｈｔｗｅＵｉｉ（図ヨク）は比較的湾全体にわたって

分布していた。：へ

ｉｉ）動物性プランクトンの分布樹生

Ｏｅｒａｔｉｕｍ２ｕｓｕｓ，Ｏｉｔｈｏｎａｎａｎａ，０．ｓｉｍｉユｉｓ，Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅ

ユユａｎｏｒｖｅｇｉｏａが多かった。

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅユユａｎｏｒｖｅｇｉｃａ（図３Ｊ）はＯｏｐｅｐｏｄａのうちで最も多か

一つた。その分布は湾奥に少たく、鶴見と卿||鼻を結んだ線以南の湾中央部に多く、特

にｓｔ３／，３ｲLが多かった。

ｓｔ３学のみは、湾口部付近にもかかわらずｍｅＫｅユｅｔｏｎｅｍａｏｏＳｔａｔｕＬ

Ｍｉｃｒｏｓｅｔｅユユａｎｏｒｖｅｇｉｃａが多く特異であつな。
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Ⅲ考察

プランクトン組成からみて、調査各月（６，，，／月）の様相の異なる点は、ろ月が動物

種の繁殖が盛であるのに対して、７月及び／月には植物種が多くなっていることである。又、
．．（；

各月の分布特性を比較すると、その分布に多くの共通点が認められる。その主なものをあげ

れば次の通りである。

（/）種類、分布種数分布量の地域的相異は、ほＮ東西に結ばれる等量線によって南北に

区分されてあらわれる場合がほとんどであること。

この線は、‘月には川崎、鶴見付近と五丼、姉崎付近とを結ぶ線としてあらわれ、？

月には多摩川河口と、千葉沖乃至は五井を結ぶ線としてあらわれる。又、／月には、湾

奥部乃至は東京千葉の沿岸に沿ってあらわれる。、

⑨湾奥部と反対に複雑な地形の湾中央部から湾口部側には特異左分布状態が部分的に認

められること。
。…~?～Ｌ

（ﾉ')にあげた共通点が生ずる主な要因は（流入河川の多い強内湾性の場所と流入河川の
（．｡

少ない外洋水の影響を強く受ける場所の境界がおおむね111崎、鶴見付近と養老)I|河口
『￣0｡

｛．

（五井）を結んだi泉にあたるためと考えられる。（、
ゆ゛Cql句忰＿

しかも、さきにあげた特定種の分布からみて、外洋水の影響は千葉県個Ii/てこ沿って強い

ことガ簿えられ、これは本調査と同時に実施した水温、塩素量の状況からみた外洋水の
■ト

ー優ﾉﾘﾐ状況と雨致している。（海洋調査結果については、東京湾中央部漁場開発基礎資料

，雫そのざ醤し竃発表の予定）

⑧にあげた共通点の生ずる要因について検討すると分布種、分布量i亡特異な状況のあ

げ：ら職fmiﾉﾓ:i地域は、いづれも湾流の影響によって過流が生じると考えられる場所で、／７

２７年鰐月神戸海洋気象台が実施した東京湾海洋調査の結果明らかにした、湾内の渦流

水域と一致する。
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別表Ｉ地点別粗容量並びにプランクトン租数
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